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組
織
拡
充
へ
英
知
結

組
織
拡
充
へ
英
知
結
集集

田
中
会
長 

ア
ン
ダ
ー
の
会
に
期
待

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
３
月
１
日
、
高
校　

回
生

６１

３
９
０
名
の
卒
業
式
が
西
日
本
一

の
大
講
堂
で
厳
粛
な
う
ち
に
も
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様

子
は
、
当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道

ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
卒
業
式
に
先
駆
け
て
例
年

ど
お
り
２
月　

日
に
、
役
員
諸
氏

２７

同
席
の
も
と
、
同
窓
会
入
会
式
を

行
い
ま
し
た
。
創
立
以
来
の
同
窓

生
は
３
万
３
千
７
１
２
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
や
、
わ
が
同
窓
生
は
国
の
内

外
で
、
数
々
の
職
場
・
社
会
で
中

核
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
肥
大
化
し
た
会
を
如
何
に

機
能
的
・
組
織
的
に
運
営
し
て
い

く
か
の
課
題
が
、
本
部
役
員
に
課

せ
ら
れ
た
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
会
の
運
営
は
中
学
１
回

か
ら　

回
、
高
校
１
回
か
ら　

回

１８

６１

の
各
学
年
の
会
、
東
京
・
関
西
等

の
九
地
域
支
部
、
定
時
制
部
会
、

福
岡
市
役
所
、
県
警
察
等
の
職
域

支
部
活
動
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
常
任
幹
事
・
支
部
長

が
束
ね
て
、
本
部
常
任
幹
事
会
を

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
役
員
会
は
、
常
任
幹
事

会
・
会
報
委
員
会
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会
・

会
費
検
討
委
員
会
・
ゴ
ル
フ
実
行

委
員
会
・
総
会
実
行
委
員
会
等
の 田中義明会長

各
種
委
員
会
の
意
見
や
提
言
を
尊

重
し
な
が
ら
、
基
本
計
画
の
策
定

と
実
行
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
の
主
目
標
は
組
織
の
拡
充

で
す
。
定
期
総
会
の
当
番
は　

回
３２

生
で
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
一

昨
年
の
海
北
前
会
長
の
時
か
ら
、

単
一
学
年
実
行
委
員
会
制
を
採
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
十
周
年

記
念
総
会
を　

回
生
が
大
変
な
努

３０

力
と
創
意
工
夫
で
大
成
功
に
導
い

て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
は　

回
生

３１

が
そ
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
今
年

当
番
の　

回
生
に
渡
し
て
く
れ
ま

３２

し
た
。

　

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、　

回
３０

生
（
寺
田
光
一
郎
実
行
委
員
長
）

が
「
ア
ン
ダ
ー　

の
会
」
を
組
織

３０

し
、
以
下
の
若
手
の
育
成
を
始
め

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

　

昨
年
は
「
ア
ン
ダ
ー　

」、
今
年

３１

は
「
ア
ン
ダ
ー　

」
と
改
善
さ
れ

３２

な
が
ら
も
着
実
に
充
実
発
展
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
東
京
支
部
に
も

「
ア
ン
ダ
ー
の
会
」
が
で
き
ま
し

た
。

　

会
員
相
互
が
切
磋
琢
磨
、
創
意

工
夫
す
る
こ
と
で
、
会
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
も
の
で
す
。

頑
張
っ
て
い
ま
す
外「
丘
上
会
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

数
々
の
受
賞

　

丘
上
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
Ｏ

Ｂ
と
現
役
役
員
の
会
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
Ｏ
Ｂ
の
会
は
、

昭
和　

年
以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う

４７

で
す
が
、
当
時
は
「
父
母
教
師
会

Ｏ
Ｂ
会
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
９
月
開
催
の
総
会
で
、

各
務
章
第
８
代
校
長
か
ら
「
文
武

両
道
の
大
躍
進
を
続
け
て
い
る
筑

紫
丘
高
校
を
更
に
支
援
す
る
意
味

を
込
め
て
、
校
歌
の
一
節
か
ら

『
丘
上
会
（
お
か
の
え
）』
と
称
し

て
は
ど
う
か
」
と
の
ご
提
案
が
あ

り
、
満
場
一
致
で
会
の
名
前
が
決

定
し
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
丘
上
会
」は
筑
紫
丘
高
校
と
現

職
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
応
援
と
激
励
を
兼
ね

て
、
総
会
懇
親
会
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年　

月　

日
の
総

１４

１０

１９

会
で
、
会
則
を
現
状
に
合
っ
た
内

容
に
全
面
改
正
す
る
と
共
に
、
会

の
名
称
も
校
歌
の
表
記
ど
お
り
に

「
丘
上
会
（
を
か
の
へ
か
い
）」
と

し
ま
し
た
。

　

筑
紫
丘
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
年
々
活
発

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

代
々
の
役
員
が
同
窓
会
と
同
様
に

学
校
と
生
徒
た
ち
を
思
う
熱
い
気

持
ち
を
連
綿
と
引
き
継
い
で
き
た

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
平
成　

年
に
創
刊
し

１２

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
誌
「
丘
の
上
」
は
、

翌　

年
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
大
会
で
優

１３
秀
賞
を
受
賞
、　

年
に
は
福
岡
県

１４

大
会
で
も
優
秀
賞
と
２
年
連
続
し

て
受
賞
し
ま
し
た
し
、　

年
度
も

２０

県
優
良
賞
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
も
窺
え
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
自
体
も
平
成　

年
に
県

１８

　

今
春
の
大
学
入
試
で
、
本
校
生

は
難
関
に
果
敢
に
挑
戦
し
素
晴
ら

し
い
実
績
を
あ
げ
た
。
全
国
的
に

セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均
点
が
昨
年

よ
り
も
下
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
積
極
的
に
出
願
し
た
の
が
功

を
奏
し
た
と
言
え
よ
う
。
国
公
立

大
学
は
九
州
大
学
に
１
１
３
名
と

例
年
ど
お
り
の
合
格
者
を
出
す
一

方
、
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
東

京
大
学
に　

名
の
合
格
者
を
出
し

１５

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
役
は
最
難

関
の
理
科
三
類（
医
学
部
医
学
科
）

１
名
を
含
む　

名
、
う
ち
理
数
科

１０

は
既
卒
生
ま
で
含
め
て
７
名
な
ど

の
躍
進
ぶ
り
が
週
刊
誌
等
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
注
目
を
集

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
も
同
窓
生
の
皆
様
が
社
会

人
講
演
会
や
東
京
研
修
で
の
Ｏ
Ｂ

交
流
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、

生
徒
に
大
き
な
夢
と
高
い
志
を
持

た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
あ

り
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
高　
　

進
路
指
導
主
事　

真
海

３１

誠
司
）

躍
進
ぶ
り
に
全
国
注
視

大
学
入
試 

実
っ
た
果
敢
な
る
挑
戦

表
彰
、
同　

年
に
全
国
表
彰
を
受

１９

賞
す
る
な
ど
、
そ
の
運
営
と
活
動

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
１
７
８
名
。
毎
年

旧
交
を
温
め
て
は
、
筑
紫
丘
高
校

へ
の
熱
い
思
い
を
語
り
合
っ
て
い

ま
す
。（
高　
　

丘
上
会
会
長
・
井

２３

本
宗
司
）

　

管
理
職
は
、
井
上
裕
事
務
長
が

参
事
兼
事
務
長
に
昇
任
し
て
修
猷

館
高
校
に
転
出
し
、
県
教
育
委
員

会
か
ら
生
田
潔
参
事
兼
事
務
長
が

着
任
し
ま
し
た
。

　

全
体
の
異
動
は　

人
。
真
海
誠

１２

司
教
諭（
高　

＝
進
路
指
導
主
事
）

３１

が
主
幹
教
諭
に
昇
進
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、合
屋
伸
一
教
諭（
教
務
主

任
）、
花
田
一
穂
教
諭
（
生
徒
指
導

主
事
）
が
主
幹
教
諭
に
、
原
伸
吾

教
諭
が
指
導
教
諭
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
関
係
で
は
、
同
窓
会
事
務

局
の
建
設
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

浜
田
富
士
満
事
務
次
長
が
太
宰
府

高
校
事
務
長
に
、
床
嶋
あ
ゆ
み
事

務
主
査
（
高　

）
が
事
務
次
長
に

３２

そ
れ
ぞ
れ
昇
任
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
は
松
田
輝
文
教
諭
（
高

　

）一
名
の
み
で
す
が
、同
教
諭
は

１９再
任
用
教
諭
と
し
て
引
き
続
き
後

輩
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
事
務
局
）

参
事
兼
事
務
長
に
生
田
氏

　

年
度 　

人
が
異
動

21

12

充
実
し
た
教
育
環
境
を

参
事
兼
事
務
長
・
生
田　

潔

　

こ
の
４
月
の
人
事

異
動
で
本
校
に
参
り

ま
し
た
。
よ
り
充
実

し
た
教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
よ
り
一
層
努
力
致
し
ま
す
。

　

昨
年
来
の
米
国
発
の
経
済
危
機

と
も
言
え
る
状
況
下
、
福
岡
県
予

算
の
状
況
も
厳
し
く
、
本
校
の
教

育
環
境
を
整
え
る
予
算
の
確
保
な

ど
も
含
め
、
今
後
一
段
の
努
力
が

求
め
ら
れ
る
状
況
が
続
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

充
実
の
日
々
に
感
謝

母
校
教
師　

年 
松
田
輝
文

１３

　

平
成
８
年
春
、

「
混
沌
と
し
た
、
何

が
起
こ
る
か
明
日
の

予
測
さ
え
つ
け
る
の
が
難
し
い
現

状
で
、
自
分
の
進
路
を
見
つ
け
、

目
標
に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
は
、

な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

や
や
も
す
る
と
、
進
路
を
見
失
い
、

目
標
さ
え
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
時
に
君
た
ち
の
進
む

べ
き
進
路
を
示
す
道
標
と
な
り
、

そ
の
道
を
照
ら
す
灯
火
と
な
る
た

め
に
来
た
」
と
、
新
任
の
挨
拶
で

言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

爾
来　

年
間
に
わ
た
っ
て
「
こ

１３

れ
で
よ
い
の
か
」
と
試
行
錯
誤
の

繰
り
返
し
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
を
説

き
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
是
好

日
の
如
く
過
ご
せ
た
こ
と
は
、

様
々
な
色
を
持
っ
た
方
々
か
ら
多

く
の
示
唆
を
受
け
、
ま
た
素
晴
ら

し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
さ
と
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
仕
事
を
さ
せ

て
戴
い
た
お
陰
で
あ
る
と
、
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

平成19年度平成２0年度平成２１年度学校名
１２０（９４）１１７（８２）１１３（８２）九州大学

国
立

８（８）１１（８）１８（１２）九州工業大学
１８（１４）１２（１１）１８（７）佐賀大学
１１（７）７（６）１７（１６）熊本大学
１４（１１）１２（１０）１５（１２）福岡教育大学
９（５）４（２）１５（１０）東京大学
６（３）９（５）１０（４）長崎大学
３（３）６（４）１０（３）広島大学
２（２）６（３）９（７）筑波大学
１２（７）１３（６）７（２）京都大学
８（３）５（２）６（５）山口大学
８（４）３（２）６（４）神戸大学
５（３）６（１）５（２）鹿児島大学
５（４）５（４）５（４）大阪大学
０（０）４（２）５（４）宮崎大学
１（０）２（１）４（２）一橋大学
０（０）４（３）３（１）北海道大学
３（２）６（２）２（２）横浜国立大学
０（０）２（１）２（２）東京工業大学
１０（１０）１２（１２）９（８）福岡女子大学公

立 ２（１）５（４）４（３）北九州市立大学
２８９（２０４）２６８（１８１）３０６（２０３）国公立大学合計
８３（６８）９６（７９）１４７（９８）西南学院大学

私
立
大
学

６４（３１）６４（３５）７０（３４）福岡大学
３４（１７）２８（１１）５３（２４）早稲田大学
４７（１７）６４（１５）５３（１４）立命館大学
２４（１０）２７（６）４４（１４）同志社大学
８（２）１９（２）２４（６）東京理科大学
１５（２）１０（３）２４（９）明治大学
１９（９）２１（６）１８（５）中央大学
１３（５）１０（１）１６（６）慶應義塾大学
１３（４）３（１）１４（２）関西学院大学
２（０）５（１）１０（５）関西大学
４（２）１１（７）８（２）立教大学
５（４）４（３）７（６）法政大学
１（１）０（０）３（１）国際基督教大学

４１８（２０７）４２７（２１０）５６２（２５８）私立大学合計

２３（１５）１７（８）１４（１４）大学校・短大学・
専門学校等

大学合格者状況
（　）内は現役　H21.4.22現在

平成20年10月に集まった丘上会


